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【研究活動の要約】 

京丹波町新庁舎建設にあたって、地域産木材を活用するための構法開発を行った。特徴は、京丹波町の

山で伐採した木材を利用し、既存の製材工場で対応可能な一般流通材を用いることで、工場への大きな

設備投資を必要とせず中・大規模木造建築の建設が可能になることである。 

今回の研究では、木造住宅の梁に使われている 120mm×240mmの断面の製材を長さ 200mmの長ビス

で接合した組立柱を開発した。柱に必要とされる耐震性などの構造性能を最適化するための、長ビスの

打ち込み条件を実験により明らかにし、その条件で作成した組立柱の曲げ実験を行うことで、性能を確

認した。本研究を通じて、住宅用に使用している一般流通材を用いて中大規模木造建築への展開に対す

る道が開けた。 

【研究活動の成果】 

＜長ビス打込み条件の検討＞ 

組立柱が曲げ変形を生じる時、組合された二つの部材は互いにズレを生じるように変形する。このズレ

を部材に打込んだ長ビスが拘束する効果について実験的に検証した。実験に用いた長ビスは径 8mm×

長さ 140mm、径 8mm×長さ 200mm、および、径 10mm×長さ 200mm の３種類である。それぞれの

長ビスを打込み面に対して、45度または 60度の角度をつけて打込み性能の違いを調べたところ、剛性

を向上させるためには 45 度が適しており、強度を向上させるためには 60 度が適していることがわか

った。また、径と長さについては、ともに寸法が大きいほど性能が向上することがわかった。 

＜組立柱曲げ試験＞ 

上記実験の結果、径 10mm×長さ 200mmの長ビスを用いて長さ 4mの組立柱を製作した。この組立柱

は、事前に非破壊検査において、おおよその強度評価の結果、柱材として適した強度のものを組合せた。

さらに、３点曲げ試験を行ったところ、おおよそ 50kN（約 5ton）程度の荷重に耐えうることがわかっ

た。 

【研究成果の還元】 

2020.3.16 

組立柱曲げ実験（公開実験） 

場所：京都府森林技術センター 

参加者：研究分担者の他、京丹波町新庁舎施工関係者 
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＜長ビス打込み条件の検討＞ 

 

長ビス（径 10mm長さ 200mm）を打込む様子 
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長ビスの打込み条件の検討に関する実験概要 

（左：実験のセットアップ図、右：実験終了時の様子） 

 

＜組立柱曲げ試験＞ 

 

3点曲げ試験によって変形した組立柱 

 


